
＜平成28年度 大阪工業技術専門学校 インテリアデザイン学科２年前期 地域連携課題＞

地域と繋がりながら「集まって住むこと」を考える

～大阪市港区築港エリアでの提案～



はじめに

１年次に取り組んだ「すまいの設計」から広がりを持たせ・・・

２年次の前期では 地域と繋がりながら「集まって住む」こと を考えてみることにしました。

その舞台となるのが、大阪市港区築港エリア（地下鉄中央線大阪港駅南側）です。

そこに廃業した銭湯「築港温泉」（店主：福田さん）が今でも建っており、そこを今回の計画地とさせてい
ただくことになりました。

「まちに開きながら住むこと」を小さくても実践することで、まちが変わり始めるきっかけを与えることが
できるのでは？と考えての取り組みです。

インテリアデザイン学
科の学生だからこそで
きるスケールでの提案
です。



築港温泉



周辺の日常の様子

「天保山まつり」の時の様子



課題条件（詳細は別紙をご参照ください）

• 「賃貸部屋 ＋ 大家さんの住まい ＋ プラスαな空間」とする。

• 周辺をリサーチし、そこで得た情報から「プログラム（物語）」を提案する。

• そのプログラム（物語）に合う空間を持った建築を計画する。

• 「ヒト」「モノ」「カネ」の流れを考えてみる。

• 住人は大家さんの他、20歳～30歳台の見知らぬ者同士とする。

• この課題を進める上でのキーワードを「シェア」とする。（シェアをデザインする）

シェア・・・公共性
公共性・・・公共施設、学校、病院、鉄道などが考えられますが・・・

今回は民間（地域住民）の力を使った、少し小さなスケールでの「公共性」を考えてみる。

言い換えれば「みんなでまちをシェアする」ということ。

ヒト

モノカネ



計画中・・・

現地リサーチ
↓

情報整理
↓

プログラム計画
↓

建物計画



築港温泉 福田さんへのプレゼンテーション（選抜学生５名による）



山本さんの提案

 放置自転車問題

 自転車好きのためのシェアハウス

 レンタサイクルショップ

 クーポン等を使った周辺店舗等との連携





































平田さんの提案

 放課後に子ども達が寄り道できる空間

 路地、軒下、原っぱ

 住人で運営するＣａｆｅがあるシェアハウス

 なんとなく皆が集まれる場所（まちの放課後＝時間のデザイン）



























森下くんの提案

 緑、海、風、空・・・

 公園と一体的に住むシェアハウス（住人が緑を世話する）

 立体的に配置されたオープンスペースでのイベント

 地域のシンボルであり、皆が緩やかに集まれる場所































最後に

福田さんは仰います「まちには新しいシステム（仕組み）が必要だ」と。

今ある地域資源がそれぞれに頑張るだけではなく、それらが繋がり、一緒に頑張ことができ
る楽しい物語のような仕組みを創出する必要があるということです。

「まちづくり」は行政だけが行うことでもなく、何か特別に大きなことをしなければならな
いということでもありません。

小さく些細なことでも、確実に何かが変わり、連鎖反応をし始める「きっかけ」を与えるこ
とが大切だと、今回の連携課題を通じて学ぶこともできました。

さらに、ＯＣＴインテリアデザイン学科の学生が築港界隈に関わらせていただいたことも、
まちが変わる「きっかけ」の一つになればと思います。

本日はこのような機会を設けて頂き、ありがとうございました。




